
２
０
２
３
年
度 

第
１
回
九
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
教
法
経
） 

国
語 

採
点
基
準 

 

 

☆
一
・
二
の
現
代
文
の
配
点
は
、「
内
容
点
」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
・
・
・
）
と
「
構
造
点
」（
Ｘ
Ｙ
Ｚ
・
・
・
）
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
内
容

点
は
各
条
件
内
に
要
素
（
①
②
③
・
・
・
）
が
３
つ
以
上
あ
り
、
得
点
が
あ
る
場
合
、
満
点
の
範
囲
内
で
要
素
点
が
１
点
プ
ラ
ス
さ
れ

ま
す
。 

 

一
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
６
０
点
） 

 

問
１
 

11
点 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 
 

 
 

 

Ａ
①
○
１
点 

 
 

Ａ
②
○
１
点 

 

Ａ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ａ
④
○
１
点 

人
間
の
欲
望
に
は 

主
体
と
対
象
と 

同
時
に
媒
体
が
関
与
し
て
、 

三
重
の
関
係
を
な
し
、〈
Ａ
４
点
〉 

  

Ｂ
○
３
点 

 
 

 

主
体
は
そ
の
欲
望
を
対
象
へ
の
嗜
好
や
関
心
に
よ
る
も
の
と
す
る
が
、〈
Ｂ
３
点
〉 

  

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 

Ｃ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

実
は
媒
介
者
の
欲
望
を 

模
倣
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
と
見
な
せ
る
か
ら
。〈
Ｃ
３
点
〉 

 

Ｘ
〈
逆
説
〉→

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
う
ち
、
２
要
素
以
上
に
○→

＋
１
点 

 
 

（
内
容
【
10
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
11
点
） 

 

【
構
造
点
】 

 

☆
Ｘ
は
、
傍
線
部
の
「
理
由
」
を
説
明
す
べ
く
、
ジ
ラ
ー
ル
に
よ
る
「
欲
望
」
の
端
的
な
説
明
で
あ
る
Ａ
を
、
Ｂ
、
Ｃ
の 

〈
矛
盾
〉
す
る
二
要
素―

―

Ｂ
は
譲
歩
的
な
内
容
、
Ｃ
が
説
明
の
本
体―

―

に
引
き
裂
い
て
説
明
す
る
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む 

こ
と
〉
の
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
〈
Ａ
の
要
素
、
条
件
Ｂ
、
Ｃ
の
要
素
〉
内
の
二
種
二
つ
以
上
が
あ
れ
ば 

こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

Ｘ
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉 

〈
Ａ
の
要
素
、
条
件
Ｂ
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上 
○
１
点 

 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 

 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
、

ま
た
要
素
の
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ 

「
人
間
の
欲
望
に
は
主
体
と
対
象
と
同
時
に
媒
体
が
関
与
し
て
三
重
の
関
係
を
な
し
、」〈
４
点
〉 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
、
ジ
ラ
ー
ル
に
よ
る
「
欲
望
」
の
端
的
な
説
明
の
条
件
。 

以
下
の
４
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
４
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点 

 

① 

「
人
間
の
欲
望
に
は
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

✖ 

「
人
間
の
欲
望
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

② 

「
主
体
と
対
象
と
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
主
体
と
し
て
の
私
と
対
象
と
」「
主
体
と
客
体
と
」
な
ど
で
も
可
。 

✖ 

「
主
体
と
対
象
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 



③
「
同
時
に
媒
体
が
関
与
し
て
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
○ 

「
の
み
な
ら
ず
媒
体
も
存
在
し
て
」
「
媒
介
者
も
関
わ
っ
て
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖ 

「
媒
体
の
関
与
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

④ 

「
三
重
の
関
係
を
な
し
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○ 

「
三
角
構
図
を
な
し
、」
「
三
重
関
係
を
構
成
し
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖ 

「
三
重
の
関
係
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｂ 

「
主
体
は
そ
の
欲
望
を
対
象
へ
の
嗜
好
や
関
心
に
よ
る
も
の
と
す
る
が
、」〈
３
点
〉 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
し
て
ゆ
く
譲
歩
的
な
条
件
。 

 

○ 

「
主
体
は
自
ら
の
欲
望
を
客
体
へ
の
好
み
や
関
心
に
よ
る
も
の
と
す
る
が
、」
「
主
体
は
そ
の
欲
求
を
対
象
へ
と
向
う
嗜
好

や
興
味
に
よ
る
も
の
と
す
る
が
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

▲ 

①
「
主
体
の
欲
望
」
②
「
対
象
」
③
「
嗜
好or

関
心
（
ど
ち
ら
か
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
よ
い
）」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

の
三
成
分
が
必
要
。
１
つ
欠
け
る
毎
に
▲
１
点
減
点
。 

 

Ｃ 

「
実
は
媒
介
者
の
欲
望
を
模
倣
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
と
見
な
せ
る
か
ら
。」〈
３
点
〉 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
し
て
ゆ
く
、
Ｂ
と
は
矛
盾
す
る
本
体
的
な
条
件
。 

 

① 

「
実
は
媒
介
者
の
欲
望
を
」
の
要
素
。（
１
点
） 

○ 

「
実
際
は
媒
介
者
の
欲
望
を
」「
本
当
は
媒
介
者
の
欲
求
を
」
な
ど
で
も
可
。 

 

✖ 

「
媒
介
者
の
欲
望
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

② 

「
模
倣
し
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
と
見
な
せ
る
か
ら
。」
の
要
素
。（
２
点
） 

 
 
 

○ 

「
真
似
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
と
判
断
で
き
る
か
ら
。」
「
繰
り
返
し
た
結
果
だ
と
思
え
る
か
ら
。」
な
ど
で
も
可
。 

▲ 

①
「
模
倣
」
②
「
見
な
せ
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
二
成
分
が
必
要
。
１
つ
欠
け
て
い
る
場
合
▲
１
点
減
点
。 

  

問
２ 

８
点 

 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 

Ａ
③
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
Ａ
４
点
〉 

宣
伝
広
告
の
氾
濫
す
る
現
代
に
お
い
て
、 

私
た
ち
の
欲
望
が 

そ
の
対
象
の
使
用
者
へ
の
憧
れ
に
基
づ
い
て
い
た
り
、 

 
 

Ｂ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

人
生
に
と
っ
て
重
要
な
、
志
望
校
、
恋
愛
相
手
の
選
択
等
が 

他
者
の
欲
望
に
従
っ
た
も
の
と
見
え
る
と
き
。〈
Ｂ
３
点
〉 

Ｘ
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉→

Ａ
・
Ｂ
の
両
方
の
要
素
に
○→

＋
１
点 

 
 

（
内
容
【
７
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
８
点
） 

  

【
構
造
点
】 

 

☆
Ｘ
は
、
傍
線
部
の
「
と
き
」
を
、
Ａ
、
Ｂ
の
〈
矛
盾
〉
し
な
い
具
体
的
な
二
条
件
に
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
し
て
説
明
し
て
ゆ
く
構
造
へ
の
評
価
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
、
Ｂ
の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 

Ｘ
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉 

Ａ
の
要
素
＋
Ｂ
の
要
素 

○
１
点 



 
◎ 
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
、
条
件
を
組
み
合
わ
せ
た
、

ま
た
要
素
の
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ 

「
宣
伝
広
告
の
氾
濫
す
る
現
代
に
お
い
て
、
私
た
ち
の
欲
望
が
そ
の
対
象
の
使
用
者
へ
の
憧
れ
に
基
づ
い
て
い
た
り
、」〈
４
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
「
と
き
」
を
具
体
的
に
説
明
す
る
「
宣
伝
広
告
の
氾
濫
す
る
現
代
」
の
側
の
条
件
。 

以
下
の
３
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
４
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点 

 

① 

「
宣
伝
広
告
の
氾
濫
す
る
現
代
に
お
い
て
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

○ 

「
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
氾
濫
す
る
今
、」「
宣
伝
広
告
で
充
満
さ
せ
ら
れ
た
現
代
に
お
い
て
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖ 

「
宣
伝
広
告
の
氾
濫
す
る
現
代
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
い
と
✖
。 

  

② 

「
私
た
ち
の
欲
望
が
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

○ 

「
我
々
の
欲
望
が
」「
私
た
ち
の
欲
求
が
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖ 

「
（
私
た
ち
の
）
欲
望
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

③ 

「
そ
の
対
象
の
使
用
者
へ
の
憧
れ
に
基
づ
い
て
い
た
り
、」
の
要
素
。（
２
点
） 

 
 

○ 

「
そ
の
客
体
の
使
用
者
へ
の
憧
憬
か
ら
発
し
て
い
た
り
、」「
そ
の
対
象
利
用
者
へ
の
憧
れ
に
根
拠
が
求
め
ら
れ
た
り
、」
な

ど
で
も
可
。 

 
 

▲ 

「
対
象
の
使
用
者
」「
憧
れ
に
基
づ
く
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
二
成
分
が
必
要
。
１
つ
欠
け
て
い
る
場
合
▲
１
点
減
点
。 

 
 Ｂ 

「
人
生
に
と
っ
て
重
要
な
、
志
望
校
、
恋
愛
対
象
の
選
択
等
が
他
者
の
欲
望
に
従
っ
た
も
の
と
見
え
る
と
き
。」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
「
と
き
」
を
具
体
的
に
説
明
す
る
「
人
生
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
」
の
側
の
条
件
。 

  
 

① 

「
人
生
に
と
っ
て
重
要
な
、
志
望
校
、
恋
愛
対
象
の
選
択
等
が
」
の
要
素
。（
２
点
） 

 
 

○ 

「
人
生
に
お
い
て
大
切
な
、
志
望
校
、
職
業
、
居
住
地
な
ど
の
選
択
が
」「
人
生
で
軽
視
で
き
な
い
、
職
業
、
恋
愛
対
象
な

ど
の
選
択
が
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

▲ 

「
人
生
に
と
っ
て
重
要
」「
志
望
校or

職
業or

居
住
地or

恋
愛
対
象
（
ど
れ
か
一
つ
が
あ
れ
ば
よ
い
）
の
選
択
」
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
二
成
分
が
必
要
。
１
つ
欠
け
る
場
合
▲
１
点
減
点
。 

 

② 

「
他
者
の
欲
望
に
従
っ
た
も
の
と
見
え
る
と
き
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

○ 

「
他
者
の
欲
望
を
模
倣
し
た
も
の
と
見
え
る
と
き
。」「
誰
か
の
欲
望
に
な
ら
っ
た
も
の
と
見
え
る
と
き
。
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖ 

「
他
者
の
欲
望
に
従
っ
た
も
の
と
見
え
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  



問
３ 

11
点  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Ａ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

媒
体
と
主
体
の
願
望
可
能
圏
が
離
れ
て
い
る
「
外
的
媒
介
」
で
は
な
く
、
多
少
と
も
重
な
り
合
う
「
内
的
媒
介
」
で
は
、〈
Ａ
３
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 

 

模
倣
を
通
し
て
、 

一
見
相
手
と
通
じ
る
友
好
・
友
情
の
要
素
が
得
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
、〈
Ｂ
３
点
〉 

Ｃ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
③
○
１
点 

実
は
互
い
が
欲
望
実
現
の
た
め
の
「
障
害
」
と
な
り
、 

対
立
や
軋
轢
の
関
係
に
入
っ
て
、 

憎
悪
、
嫉
妬
、
敵
意
等
を
生
む
と 

 

考
え
る
か
ら
。〈
Ｃ
４
点
〉 

 

Ｘ
〈
逆
説
〉
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
２
つ
以
上
に
○→

１
点 

（
内
容
【
10
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
11
点
） 

 

【
構
造
点
】 

 

Ｘ
は
、
傍
線
部
の
理
由
を
説
明
す
べ
く
、
「
外
的
媒
介
」
と
異
な
る
「
内
的
媒
介
」
の
条
件
で
あ
る
Ａ
を
、〈
矛
盾
〉
す
る
二
条
件
Ｂ
、
Ｃ
に
引
き
裂
い
て
説

明
す
る
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉
の
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上
が
あ
れ

ば
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

Ｘ
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉 

〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上 

○
１
点 

 
 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 

※
内
容
点
（
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た

意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ
「
媒
体
と
主
体
の
願
望
可
能
圏
が
離
れ
て
い
る
『
外
的
媒
介
』
で
は
な
く
、
多
少
と
も
重
な
り
合
う
『
内
的
媒
介
』
で
は
、」〈
３
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
、「
外
的
媒
介
」
な
ら
ぬ
「
内
的
媒
介
」
の
条
件
。 

 

①
「
媒
体
と
主
体
の
願
望
可
能
圏
が
離
れ
て
い
る
『
外
的
媒
介
』
で
は
な
く
、」
の
要
素
。（
２
点
） 

 

○
「
媒
介
者
と
主
体
の
願
望
可
能
圏
が
重
な
ら
な
い
『
外
的
媒
介
』
で
は
な
く
、」
「
弟
子
と
モ
デ
ル
の
願
望
可
能
圏
が
乖
離
し

た
『
外
的
媒
介
』
で
は
な
く
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
媒
体
と
主
体
の
願
望
可
能
圏
が
離
れ
て
い
る
『
外
的
媒
介
』
」
の
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

▲
「
媒
体
と
主
体
の
願
望
可
能
圏
」
の
要
素
が
欠
け
て
い
る
場
合
、
▲
１
点
減
点
。 

 

②
「
多
少
と
も
重
な
り
合
う
『
内
的
媒
介
』
で
は
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
あ
る
程
度
そ
れ
ぞ
れ
の
圏
が
重
複
す
る
『
内
的
媒
介
』
で
は
、
」「
多
か
れ
少
な
か
れ
両
者
が
重
な
り
合
う
『
内
的
媒
介
』

で
は
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「（
多
少
と
も
）
重
な
り
合
う
『
内
的
媒
介
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 Ｂ
「
模
倣
を
通
し
て
、
一
見
相
手
と
通
じ
る
友
好
・
友
情
の
要
素
が
得
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
、」〈
３
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
す
る
一
方
の
条
件
。 

 
 

①
「
模
倣
を
通
し
て
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

○
「
模
倣
を
媒
介
に
し
て
、」「
模
倣
に
よ
っ
て
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖
「
模
倣
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 



 
 

②
「
一
見
相
手
と
通
じ
る
友
好
・
友
情
の
要
素
が
得
ら
れ
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
、」
の
要
素
。（
２
点
） 

 
○
「
一
見
す
る
と
共
有
し
う
る
友
好
関
係
に
入
る
要
素
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、」
「
外
見
上
は
共
に
し
う
る
友
情
を

交
わ
す
要
素
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖
「
一
見
相
手
と
通
じ
る 

友
好or

友
情
（
ど
ち
ら
か
が
あ
れ
ば
よ
い
）
の
要
素
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
見
え
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
る
こ
と
。 

▲
た
だ
し
、「
一
見
相
手
と
通
じ
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
欠
け
て
い
る
場
合
▲
１
点
減
点
で
△
１
点
。 

 

Ｃ
「
実
は
互
い
が
欲
望
実
現
の
た
め
の
『
障
害
』
と
な
り
、
対
立
や
軋
轢
の
関
係
に
入
っ
て
、
憎
悪
、
嫉
妬
、
敵
意
等
を
生
む
と
考
え

る
か
ら
。」〈
４
点
〉 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
す
る
た
め
の
、
Ｂ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方
の
条
件
。 

以
下
の
３
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
４
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。 

 
 

①
「
実
は
互
い
が
欲
望
実
現
の
た
め
の
『
障
害
』
と
な
り
、」
の
要
素
。（
２
点
） 

 
 

○
「
実
際
は
相
互
に
対
象
を
巡
っ
て
『
障
害
』
と
な
り
、」「
現
実
に
は
お
互
い
に
欲
望
実
現
の
た
め
の
邪
魔
と
な
り
、」
な
ど
で

も
可
。 

 
 

✖
「
互
い
に
欲
望
実
現
（
対
象
を
巡
る
）
の
障
害
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 
 
 

▲
た
だ
し
、
「
互
い
に
」
の
要
素
ヌ
ケ
の
場
合
は
▲
１
点
減
点
で
△
１
点 

 

②
「
対
立
や
軋
轢
の
関
係
に
入
っ
て
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
対
立
関
係
に
入
っ
て
、」
「
軋
轢
を
抱
え
た
関
係
に
入
り
、」
な
ど
で
も
可
。 

 

✖
「
対
立or

軋
轢
（
ど
ち
ら
か
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
よ
い
）
の
関
係
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば

✖
。 

 

③
「
憎
悪
、
嫉
妬
、
敵
意
等
を
生
む
と
考
え
る
か
ら
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

○
「
憎
悪
、
恨
み
、
嫉
妬
な
ど
を
生
む
と
思
わ
れ
る
か
ら
。」
「
嫉
妬
、
羨
望
、
敵
意
等
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
。
」

な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
憎
悪or

恨
みor

嫉
妬or

羨
望or

敵
意
（
ど
れ
か
が
入
っ
て
い
れ
ば
よ
い
）
を
生
む
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ

て
い
な
け
れ
ば
✖
。 



 
問
４ 
９
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
○
１
点 

内
的
媒
介
の
関
係
で
は
、〈
Ａ
１
点
〉 

Ｂ
○
１
点 

 

主
体
が
媒
介
者
の
欲
望
を
模
倣
し
た
よ
う
に
、〈
Ｂ
１
点
〉 

 

Ｃ
○
１
点 

媒
介
者
も
主
体
の
欲
望
を
模
倣
し
て
、〈
Ｃ
１
点
〉 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
う
ち
２
つ
以
上
に
○→

＋
１
点 

Ｄ
①
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
②
○
１
点 

互
い
に
循
環
す
る
よ
う
に
欲
望
が
強
化
さ
れ
て
激
烈
な
情
熱
を
生
み
、 

そ
の
結
果
対
立
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
。〈
Ｄ
４
点
〉 

 

Ｙ
〈
総
合
〉
Ｄ
に
○→

＋
１
点 

 

（
内
容
【
７
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
９
点
） 

【
構
造
点
】 

 

☆ 

Ｘ
は
、
傍
線
部
の
説
明
を
す
べ
く
、
話
題
の
Ａ
を
〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
Ｂ
、
Ｃ
に
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
し
て
説
明
す
る
構
造
へ
の
評
価
で
あ

る―
―

向
き
が
反
対
で
あ
る
所
に
〈
矛
盾
〉
を
み
て
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
条
件
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
内

の
二
つ
が
あ
れ
ば
こ
の
構
造
が
暗
黙
裡
に
構
想
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

Ｘ
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉 

〈
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
〉
の
内
の
二
つ
以
上 
○
１
点 

 ・
Ｙ
は
、
Ｂ
、
Ｃ
を
Ｄ
に
ま
と
め
て
結
論
づ
け
る
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉
の
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
条
件
Ｄ
の
要
素
が
一
つ
以
上
あ
れ
ば

こ
の
構
造
が
暗
黙
裡
に
構
想
さ
れ
た
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

Ｙ
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉 

Ｄ
の
要
素 

○
１
点 

 

 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
（
各
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ

せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ 

「
内
的
媒
介
の
関
係
で
は
、」〈
１
点
〉 

 
 

※
傍
線
部
の
説
明
を
す
る
た
め
の
話
題
の
条
件
。 

 
 

✖
「
内
的
媒
介
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 Ｂ 

「
主
体
が
媒
介
者
の
欲
望
を
模
倣
し
た
よ
う
に
、」〈
１
点
〉 

 

※
傍
線
部
の
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
す
る
一
方
の
条
件
。 

 

○
「
主
体
が
媒
体
の
欲
望
を
模
倣
し
た
ご
と
く
、
」「
弟
子
が
モ
デ
ル
の
欲
望
を
模
倣
し
た
よ
う
に
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖
「
主
体
が
媒
介
者
の
欲
望
を
模
倣
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  

Ｃ 

「
媒
介
者
も
主
体
の
欲
望
を
模
倣
し
て
、」〈
１
点
〉 

 

※
傍
線
部
の
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
す
る
他
方
の
条
件
。 

 

〇
「
媒
体
も
主
体
の
欲
望
を
模
倣
し
て
、」
「
モ
デ
ル
も
弟
子
の
欲
望
を
模
倣
し
て
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖
「
媒
介
者
も
主
体
の
欲
望
を
模
倣
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｄ
「
互
い
に
循
環
す
る
よ
う
に
欲
望
が
強
化
さ
れ
て
激
烈
な
情
熱
を
生
み
、
そ
の
結
果
対
立
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
。」〈
２
点
〉 

 

※
Ｂ
、
Ｃ
を
ま
と
め
て
結
論
づ
け
る
条
件
。 

①
「
互
い
に
循
環
す
る
よ
う
に
欲
望
が
強
化
さ
れ
て
激
烈
な
情
熱
を
生
み
、」
の
要
素
。（
１
点
） 



 

○
「
相
互
に
循
環
し
て
欲
望
が
強
さ
を
増
し
て
激
し
い
情
熱
を
も
た
ら
し
、
」「
交
互
に
繰
り
返
さ
れ
て
欲
求
が
強
化
さ
れ
、
猛

烈
な
情
熱
を
掻
き
立
て
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

▲
(1)
「
（
互
い
に
）
循
環
す
る
」
(2)
「
欲
望
の
強
化
」
(3)
「
激
烈
な
情
熱
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
三
成
分
が
入
っ
て
〇
。
１
つ
成

分
が
欠
け
る
毎
に
▲
１
点
減
点
。 

  
 

②
「
そ
の
結
果
対
立
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
結
果
的
に
葛
藤
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
。
」「
軋
轢
の
激
化
を
も
た
ら
す
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
対
立
の
強
化
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  

問
５ 

12
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

 Ａ
①
○
１
点 

Ａ
②
○
１
点 

模
倣
が 

 

反
響
、
連
鎖
、
相
互
影
響
し
合
う
状
態
に
な
る
と
、〈
Ａ
２
点
〉 

 
 

Ｂ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〈
Ｂ
４
点
〉 

主
体
（
弟
子
）
と
モ
デ
ル
と
い
う
立
場
上
の
違
い
が
消
滅
し
、 

誰
の
も
の
と
も
つ
か
な
い
欲
望
に
身
を
委
ね
る
両
者
が
い
る
だ
け
で
、 

 
 

Ｃ
①
○
１
点 

 

Ｃ
②
○
１
点 

 

Ｃ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
１
点 

 
 

同
一
化
の
中
で 

敵
対
者
た
ち
は 

互
い
の
分
身
と
な
っ
て
い
く
、
と
と
ら
え
て
い
る
。〈
Ｃ
４
点
〉 

 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
２
種
２
つ
以
上
に
○→

１
点 

Ｙ
〈
総
合
〉
Ｄ
に
○→

１
点 

（
内
容
【
10
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
12
点
） 

【
構
造
点
】 

 

☆
Ｘ
は
、
傍
線
部
の
筆
者
に
よ
る
捉
え
方
を
説
明
す
べ
く
、
前
提
条
件
の
Ａ
を
、〈
因
果
関
係
〉
を
な
す
〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
Ｂ
、
Ｃ
に
〈
分
析
＝
分
け

る
こ
と
〉
し
て
説
明
し
て
ゆ
く
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
要
素
が
二
種
二
つ
以
上
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
暗
黙
裡

に
成
立
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 

Ｘ
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
こ
と
〉 

〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上 

○
１
点 

 

・
Ｙ
は
、
Ｂ
、
Ｃ
を
筆
者
の
捉
え
方
と
し
て
Ｄ
に
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉
し
て
結
論
づ
け
る
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
条
件
Ｄ
が
あ
れ
ば
、

こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
暗
黙
裡
に
成
立
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 

Ｙ
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉 

Ｄ 

○
１
点 

  

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
（
各
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ

せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ
「
模
倣
が
反
響
、
連
鎖
、
相
互
影
響
し
合
う
状
態
に
な
る
と
、」〈
２
点
〉 

 
 

※
傍
線
部
の
筆
者
の
捉
え
方
を
説
明
す
る
た
め
の
前
提
条
件
。 

 
 

①
「
模
倣
が
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

✖
「
模
倣
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

②
「
反
響
、
連
鎖
、
相
互
影
響
し
合
う
状
態
に
な
る
と
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「
反
響
、
相
互
影
響
す
る
状
況
に
な
る
と
、」「
連
鎖
、
相
互
影
響
の
状
態
に
入
る
と
、」
な
ど
で
も
可
〇
。 

✖
「
反
響or

連
鎖or

相
互
影
響
（
ど
れ
か
一
つ
が
あ
れ
ば
よ
い
）
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 



 
 Ｂ

「
主
体
（
弟
子
）
と
モ
デ
ル
と
い
う
立
場
上
の
違
い
が
消
滅
し
、
誰
の
も
の
と
も
つ
か
な
い
欲
望
に
身
を
委
ね
る
両
者
が
い
る
だ
け

で
、」〈
４
点
〉 

 
 

※
傍
線
部
の
筆
者
の
捉
え
方
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
〈
因
果
関
係
〉
で
説
明
す
る
〈
因
〉
の
条
件
。 

 
 

①
「
主
体
（
弟
子
）
と
モ
デ
ル
と
い
う
立
場
上
の
違
い
が
消
滅
し
、」
の
要
素
。（
２
点
） 

 
 
 

〇
「
主
体
と
媒
体
と
い
う
立
場
の
違
い
が
な
く
な
り
、」「
弟
子
と
モ
デ
ル
と
い
う
立
場
上
の
相
違
が
消
え
て
し
ま
い
、」
な
ど
で

も
可
〇
。 

 
 
 

✖
「
主
体
（
弟
子
）
と
モ
デ
ル
の
立
場
上
の
違
い
の
消
滅
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 
 

△
た
だ
し
、「
主
体
（
弟
子
）
と
モ
デ
ル
の
」
の
成
分
が
抜
け
て
「
立
場
上
の
違
い
の
消
滅
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
み
の
場
合
は 

▲
１
点
減
点
で
△
１
点
。 

  
 

②
「
誰
の
も
の
と
も
つ
か
な
い
欲
望
に
身
を
委
ね
る
両
者
が
い
る
だ
け
で
、」
の
要
素
。（
２
点
） 

○
「
誰
の
も
の
か
特
定
で
き
な
い
欲
望
に
身
を
任
せ
る
両
者
が
存
在
す
る
だ
け
で
、」
「
誰
の
も
の
と
も
知
れ
ぬ
欲
望
に
流
さ
れ

る
二
人
が
い
る
だ
け
で
、」
な
ど
で
も
可
〇
。 

 
 
 

△
「
誰
の
も
の
と
も
つ
か
な
い
欲
望
」「
身
を
委
ね
る
両
者
が
い
る
」
の
ど
ち
ら
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
抜
け
て
い
れ
る
場
合
、 

▲
１
点
減
点
で
△
１
点
。 

 

Ｃ
「
同
一
化
の
中
で
敵
対
者
た
ち
は
互
い
の
分
身
と
な
っ
て
い
く
」〈
３
点
〉 

 

傍
線
部
の
筆
者
の
捉
え
方
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
〈
因
果
関
係
〉
で
説
明
す
る
〈
果
〉
の
条
件
。 

以
下
の
３
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
（
２
要
素
以
上
が
あ
れ
ば
３
点
、 

１
要
素
で
あ
れ
ば
２
点
。
要
素
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
０
点
。） 

 
 
 

①
「
同
一
化
の
中
で
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

〇
「
同
一
性
が
完
成
さ
れ
た
と
き
、」
「
同
一
化
の
過
程
を
経
て
」
な
ど
で
も
可
〇
。 

 
 
 

✖
「
同
一
化
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

②
「
敵
対
者
た
ち
は
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

✖
「
敵
対
者
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

③
「
互
い
の
分
身
と
な
っ
て
い
く
」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「
分
身
に
な
っ
て
し
ま
う
」「
相
互
に
分
身
と
化
す
」
な
ど
で
も
可
〇
。 

 
 
 

✖
「
分
身
と
な
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｄ
「
と
と
ら
え
て
い
る
。」〈
１
点
〉 

 
 

※
Ｂ
、
Ｃ
を
ま
と
め
て
筆
者
の
捉
え
方
へ
と
結
論
づ
け
て
い
く
条
件
。 

○
「
と
把
握
し
て
い
る
。」「
と
判
断
し
て
い
る
。」
な
ど
で
も
可
〇
。 

 
 

✖
「
と
ら
え
て
い
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  



問
６ 

９
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（
模
範
解
答
例
） 

 
  

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

ジ
ラ
ー
ル
の
言
う
よ
う
に
、 

共
同
体
内
で
特
定
個
人
に
暴
力
を
集
中
し
て 

ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
す
る
の
で
は
な
く
、〈
Ａ
３
点
〉 

  

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
④
○
２
点 

 
 

 

暴
力
の
根
本
因
で
あ
る 

「
同
一
化
」
を
回
避
し
、 

差
異
を
回
復
す
る
た
め
に 

意
識
的
に
新
し
い
「
自
己
同
一
性
」
を 

 

獲
得
し
て
ゆ
く
こ
と
。〈
Ｂ
５
点
〉 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
と
Ｂ
に
○→

１
点 

（
内
容
【
８
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
９
点
） 

 

【
構
造
点
】 

 

☆
Ｘ
は
、
傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、〈notP

～butQ

〉
の
構
文
を
形
成
す
る
〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
Ａ
、
Ｂ
に
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
し
て
説
明
し
て

い
く
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る―

―

〈notP

～butQ

〉
の
構
文
は
例
え
ば
〈
女
じ
ゃ
な
い
よ
、
男
だ
よ
〉
の
よ
う
に
、〈
否
定
（not

）〉
の
成
分
が
入
る
こ

と
に
よ
っ
て
、〈
矛
盾
〉
を
排
除
し
て
、〈
女
じ
ゃ
な
い
〉≒

〈
男
だ
よ
〉
の
よ
う
に
二
要
素
間
に
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
す
る
構
造
を
作
り
だ
す―

―

。

こ
こ
で
は
Ａ
、
Ｂ
の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 

Ｘ
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉 

Ａ
の
要
素
＋
Ｂ
の
要
素 

○
１
点 

 
 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意

味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ
「
ジ
ラ
ー
ル
の
言
う
よ
う
に
、
共
同
体
内
で
特
定
個
人
に
暴
力
を
集
中
し
て
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
す
る
の
で
は
な
く
、」〈
３
点
〉 

 
 

※
傍
線
部
を
、
〈notP

～butQ

〉
の
構
文
で
説
明
し
て
ゆ
く
〈notP

〉
の
条
件
。 

以
下
の
３
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
（
２
要
素
以
上
が
あ
れ
ば
３
点
、 

１
要
素
で
あ
れ
ば
２
点
。
要
素
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
０
点
。） 

  
 

①
「
ジ
ラ
ー
ル
の
言
う
よ
う
に
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

✖
「
ジ
ラ
ー
ル
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

②
「
共
同
体
内
で
特
定
個
人
に
暴
力
を
集
中
し
て
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
標
的
と
さ
れ
た
個
人
に
暴
力
を
集
中
し
」「
共
同
体
の
中
の
一
定
個
人
に
暴
力
を
焦
点
化
し
」
な
ど
で

も
可
〇
。 

 
 
 

✖
「
共
同
体
内
の
特
定
個
人
に
暴
力
を
集
中
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

③
「
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
に
す
る
の
で
は
な
く
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
贖
い
の
山
羊
と
す
る
の
で
は
な
く
、」
「
供
犠
の
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
」
な
ど
で
も
可
〇
。 

 
 
 

✖
「
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
の
否
定
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 



 
Ｂ
「
暴
力
の
根
本
因
で
あ
る
『
同
一
化
』
を
回
避
し
、
差
異
を
回
復
す
る
た
め
に
意
識
的
に
新
し
い
「
自
己
同
一
性
」
を
獲
得
し
て
ゆ

く
こ
と
。」〈
５
点
〉 

 
 

※
傍
線
部
を
、
〈notP

～butQ

〉
の
構
文
で
説
明
し
て
ゆ
く
〈butQ

〉
の
条
件
。 

以
下
の
４
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
５
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点 

  
 

①
「
暴
力
の
根
本
因
で
あ
る
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
暴
力
が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
」
「
暴
力
の
根
源
で
あ
る
」
な
ど
で
も
可
〇
。 

 
 
 

✖
「
暴
力
の
根
本
因
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

②
「『
同
一
化
』
を
回
避
し
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「『
同
一
化
』
を
排
除
し
、
」「
『
同
一
性
』
を
求
め
ず
」
な
ど
で
も
可
〇
。 

 
 
 

✖
「『
同
一
化
』
の
回
避
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 
 

③
「
差
異
を
回
復
す
る
た
め
に
」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「
相
違
を
復
活
さ
せ
る
た
め
に
」「
差
異
を
取
り
戻
す
た
め
に
」
な
ど
で
も
可
〇
。 

 
 
 

✖
「
差
異
の
回
復
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

④
「
意
識
的
に
新
し
い
『
自
己
同
一
性
』
を
獲
得
し
て
ゆ
く
こ
と
。」
の
要
素
。（
２
点
） 

○
「
意
識
的
新
た
な
『
自
己
同
一
性
』
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
こ
と
。
」「
意
識
的
に
新
し
い
『
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
を
創
り
だ

し
て
い
く
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
〇
。 

○
「
意
識
的
」
「
新
し
い
『
自
己
同
一
性
』
の
獲
得
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
二
成
分
が
入
っ
て
い
て
○
。 

▲
「
意
識
的
」
の
成
分
が
抜
け
て
い
る
場
合
▲
１
点
減
点
で
△
１
点 

  



 
二 

現
代
文
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
６０

点
） 

 

問
１ 
８
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

 

Ａ
①
○
１
点 

 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を 

「
モ
ー
ド
」
等
の
モ
デ
ル
で
理
解
す
る
と 

必
要
不
可
欠
な
活
動
と
は
言
え
な
い
が
、〈
Ａ
３
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
○
１
点 

 
 
 

Ｂ
④
○
１
点 

 
 

誰
も
が 

 

何
ら
か
の
モ
ノ
を
身
に
纏
っ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら 

逃
れ
ら
れ
る
者
は
い
な
い
か
ら
。〈
Ｂ
４
点
〉 

  

Ｘ
〈
逆
接
〉
Ａ
と
Ｂ
に
○→

１
点 

 （
内
容
【
７
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
８
点
） 

 

【
構
造
点
】 

 

☆
Ｘ
は
、
傍
線
部
の
理
由
を
、〈
譲
歩―

逆
接
構
文
〉
を
な
す
〈
矛
盾
〉
す
る
二
条
件
Ａ
、
Ｂ
に
引
き
裂
い
て
説
明
す
る
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉
の
構

造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上
が
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て

１
点
加
点
。 

 

Ｘ
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉 

〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上 
○
１
点 

 ◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意

味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ 

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
『
モ
ー
ド
』
等
の
モ
デ
ル
で
理
解
す
る
と
必
要
不
可
欠
な
活
動
と
は
言
え
な
い
が
、」〈
３
点
〉 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
〈
譲
歩
〉
の
条
件
。 

満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。
２
要
素
で
あ
れ
ば
３
点
、
１
要
素
で
あ
れ
ば
２
点
、
要
素
が
入
っ
て

い
な
け
れ
ば
０
点 

 

①
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

✖
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

②
「『
モ
ー
ド
』
等
の
モ
デ
ル
で
理
解
す
る
と
」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「『
ハ
イ
・
フ
ァ
シ
ョ
ン
』
な
ど
の
モ
デ
ル
で
理
解
し
て
い
る
か
ぎ
り
、」「『
ハ
イ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
』『
モ
ー
ド
』
と
い
う

概
念
で
理
解
し
て
い
る
と
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 

✖
「『
ハ
イ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
』or

『
モ
ー
ド
』
の
モ
デ
ル
で
理
解
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 
 

③
「
必
要
不
可
欠
な
活
動
と
は
言
え
な
い
が
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

〇
「
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
活
動
と
は
言
え
な
い
が
」
「
必
ず
し
も
必
要
な
活
動
と
は
言
え
な
い
が
、
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 

✖
「
必
要
不
可
欠
な
活
動
」
の
否
定
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 Ｂ 

「
誰
も
が
何
ら
か
の
モ
ノ
を
身
に
纏
っ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
者
は
い
な
い
か
ら
。」〈
４
点
〉 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
を
す
る
た
め
の
、
Ａ
を
否
定
す
る
条
件
。 

満
点
（
４
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。
３
素
以
上
あ
れ
ば
４
点
、
２
要
素
で
あ
れ
ば
３
点
、
１
要
素
で
あ
れ

ば
２
点
、
要
素
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
０
点 
 



①
「
誰
も
が
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
✖
「
誰
も
が
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
②
「
何
ら
か
の
モ
ノ
を
身
に
纏
っ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
何
ら
か
の
モ
ノ
を
身
に
付
け
て
い
る
と
考
え
る
と
、」
「
何
か
を
身
に
纏
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ぎ
り
、」
な
ど
で
も
可
○
。 

 

✖
「
何
ら
か
の
モ
ノ
を
身
に
纏
っ
て
い
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

③
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

✖
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

④
「
逃
れ
ら
れ
る
者
は
い
な
い
か
ら
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
誰
も
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
。」「
逃
れ
ら
れ
る
者
な
ど
い
な
い
か
ら
。
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 

✖
「
逃
れ
ら
れ
る
者
」
の
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  

問
２ 

10
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
  
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は 

自
己
が
「
見
ら
れ
る
存
在
」
と
し
て
現
れ
る 

現
れ
方
の
こ
と
だ
が
、〈
Ａ
３
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

Ｂ
②
○
１
点 

 

自
分
は 

 

常
に
誰
か
に
見
ら
れ
る
対
象
と
し
て
存
在
し
、〈
Ｂ
２
点
〉 

 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

 

し
た
が
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は 

限
定
さ
れ
た
領
域
で
は
な
く
、 

全
て
の
主
体
に
入
り
込
ん
だ 

 

Ｃ
④
○
１
点 

「
力
」、「
宿
命
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。〈
Ｃ
４
点
〉 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
う
ち
２
つ
以
上
に
○→

１
点 

（
内
容
【
９
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
10
点
） 

 

【
構
造
点
】 

 

☆
Ｘ
は
、
傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
前
提
条
件
で
あ
る
Ａ
を
、〈
因
果
関
係
〉
を
な
す
〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
Ｂ
、
Ｃ
に
〈
分
析
＝
わ
け
る
こ
と
〉
し
て
説

明
す
る
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上
が
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立

し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 

Ｘ
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉 

〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上 

〇
１
点 

 ◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意

味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ 

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
自
己
が
『
見
ら
れ
る
存
在
』
と
し
て
現
れ
る
現
れ
方
の
こ
と
だ
が
、」〈
３
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
前
提
で
あ
る
、「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
定
義
の
条
件
。 

満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。
２
要
素
あ
れ
ば
３
点
、
１
要
素
で
あ
れ
ば
２
点
。
要
素
が
入
っ
て
い

な
け
れ
ば
０
点 

 

①
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

✖
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 



 
 

②
「
自
己
が
『
見
ら
れ
る
存
在
』
と
し
て
現
れ
る
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
自
分
が
『
見
ら
れ
る
存
在
』
と
な
る
」
「
自
己
が
『
見
ら
れ
る
存
在
』
と
し
て
浮
上
す
る
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖
「
自
己
が
『
見
ら
れ
る
存
在
』
と
し
て
現
れ
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 
 

✖
「
見
ら
れ
る
存
在
」
が
な
け
れ
ば
不
可
✖
。 

  
 

③
「
現
れ
方
の
こ
と
だ
が
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

✖
「
現
れ
方
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

 Ｂ
「
自
分
は
常
に
誰
か
に
見
ら
れ
る
対
象
と
し
て
存
在
し
、」〈
２
点
〉 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
〈
因
果
関
係
〉
で
説
明
す
る
〈
因
〉
の
条
件
。 

 

①
「
自
分
は
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

✖
「
自
分
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

②
「
常
に
誰
か
に
見
ら
れ
る
対
象
と
し
て
存
在
し
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
い
つ
も
他
者
に
見
ら
れ
存
在
と
し
て
あ
り
、」「
常
時
誰
か
か
ら
見
ら
れ
る
客
体
と
し
て
自
分
が
存
在
し
、
」な
ど
で
も
可
。 

✖
「
常
に
誰
か
に
見
ら
れ
る
対
象
と
し
て
存
在
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。「
常
に
」
と
い
う
ニ
ュ
ア

ン
ス
が
な
い
場
合
は
不
可
✖
。 

 
 

 
 

Ｃ 

「
し
た
が
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
限
定
さ
れ
た
領
域
で
は
な
く
、
全
て
の
主
体
に
入
り
込
ん
だ
「
力
」、「
宿
命
」
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
こ
と
。」〈
４
点
〉 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
〈
因
果
関
係
〉
で
説
明
す
る
〈
果
〉
の
条
件
。 

満
点
（
４
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。
３
要
素
で
あ
れ
ば
４
点
、
２
要
素
で
あ
れ
ば
３
点
、
１
要
素
で
あ
れ

ば
２
点
。
要
素
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
０
点 

 

①
「
し
た
が
っ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

✖
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

②
「
限
定
さ
れ
た
領
域
で
は
な
く
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
限
ら
れ
た
領
分
で
は
な
く
、」「
限
定
さ
れ
た
次
元
の
出
来
事
で
は
な
く
、
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖
「
限
定
さ
れ
た
領
域
」
の
否
定
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖ 

。 
 
 

③
「
全
て
の
主
体
に
入
り
込
ん
だ
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
あ
ら
ゆ
る
主
体
に
組
み
込
ま
れ
た
」「
主
体
に
例
外
な
く
し
み
こ
ん
で
い
る
」
な
ど
で
も
可
○
。 

 
 
 

✖
「
全
て
の
主
体
に
入
り
込
ん
だ
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

④
「『
力
』、『
宿
命
』
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○ 

「
『
力
』
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。」「
『
宿
命
』
と
も
捉
え
ら
れ
る
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×
 

「『
力
』or

『
宿
命
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  



問
３ 

９
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 
 

Ａ
○
１
点 

『
モ
ー
ド
の
体
系
』
で
バ
ル
ト
が
、〈
Ａ
１
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

Ｂ
③
○
１
点 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
巡
る
言
説
を 

対
象
と
し
て 

眺
め
る
の
で
は
な
く
、〈
Ｂ
３
点
〉 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

 
 
 
 

Ｃ
③
○
１
点 

 
 
 
 

Ｃ
④
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

 

そ
れ
ら
の
記
号
論
的
分
析
を
し
、
ま
た
記
号
論
的
分
析
が 

い
か
な
る
言
語
実
践
で 

あ
り
う
る
か
を
示
し
て
い
る
こ
と
。〈
Ｃ
４
点
〉 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
要
素
の
う
ち
２
つ
以
上
に
○→

＋
１
点 

（
内
容
【
８
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
９
点
） 

 

【
構
造
点
】 

☆
Ｘ
は
、、
傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、〈
話
題
と
主
体
明
示
〉
の
条
件
Ａ
を
、〈notP

～butQ

〉
の
構
文
を
構
成
す
る
〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
Ｂ
、
Ｃ
に
〈
分

析
＝
分
け
る
こ
と
〉
し
て
ゆ
く
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、〈
条
件
Ａ
、
条
件
Ｂ
の
要
素
、
条
件
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上
が
あ
れ
ば
、

こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 

Ｘ
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉 

〈
条
件
Ａ
、
条
件
Ｂ
の
要
素
、
条
件
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上 

○
１
点 

 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意

味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

  
 

 

Ａ
「『
モ
ー
ド
の
体
系
』
で
バ
ル
ト
が
、」〈
１
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
、〈
話
題
と
主
体
明
示
〉
の
条
件
。 

 

✖
「『
モ
ー
ド
の
体
系
』」
「
バ
ル
ト
」
の
二
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 Ｂ

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
巡
る
言
説
を
対
象
と
し
て
眺
め
る
の
で
は
な
く
、」〈
３
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
〈notP

～butQ

〉
の
構
文
で
説
明
す
る
〈notP

〉
の
条
件
。 

満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。
要
素
以
上
で
あ
れ
ば
３
点
、
１
要
素
で
あ
れ
ば
２
点
、
要
素
が
入
っ

て
い
な
け
れ
ば
０
点
。 

 
 
 

①
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
巡
る
言
説
を
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

〇
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
言
説
を
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
言
説
を
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
言
説
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

②
「
対
象
と
し
て
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

✖
「
対
象
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  

③
「
眺
め
る
の
で
は
な
く
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

✖
「
眺
め
る
」
の
否
定
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 
 

 



 
Ｃ
「
そ
れ
ら
の
記
号
論
的
分
析
を
し
、
ま
た
記
号
論
的
分
析
が
い
か
な
る
言
語
実
践
で
あ
り
う
る
か
を
示
し
て
い
る
こ
と
。」〈
４
点
〉 

 

※
傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
〈notP

～butQ

〉
の
構
文
で
説
明
す
る
〈butQ

〉
の
条
件
。 

以
下
の
四
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
４
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。
３
要
素
以
上
が
あ
れ
ば
４
点
、
２

要
素
で
３
点
、
１
要
素
で
あ
れ
ば
２
点
、
要
素
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
０
点
。 

  
 

①
「
そ
れ
ら
の
記
号
論
的
分
析
を
し
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

〇
「
そ
れ
ら
を
記
号
論
的
に
分
析
し
」
「
そ
れ
ら
を
記
号
論
的
分
析
に
か
け
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖
「
そ
れ
ら
（
＝
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
言
説
）
の
記
号
論
的
分
析
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

②
「
ま
た
記
号
論
的
分
析
が
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

✖
「
記
号
論
的
分
析
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 
 

③
「
い
か
な
る
言
語
実
践
で
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
ど
の
よ
う
な
言
語
的
実
践
で
」
「
ど
う
い
う
言
語
上
の
実
践
で
」
な
ど
で
○
。 

 
 

✖
「
い
か
な
る
言
語
実
践
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

④
「
あ
り
う
る
か
を
示
し
て
い
る
こ
と
。」
の
要
素
（
１
点
） 

 

○
「
可
能
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
。
」「
あ
り
う
る
の
か
を
開
示
し
て
い
る
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
 

✖
「
可
能
性
の
明
示
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  

問
４ 

11
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

二
十
世
紀
の
哲
学
者
・
思
想
家
の
思
考
の
中
に 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
語
る
た
め
の 

ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
す
る
試
み
が 

 

あ
る
も
の
の
、〈
Ａ
３
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
○
１
点 
 
 

Ｂ
④
○
１
点 

 
 

Ｂ
⑤
○
１
点 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど 

研
究
に
値
し
な
い
と
一
蹴
す
る 

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が 

支
配
的
で
あ
り
、 

そ
の
知
的
活
動
が
す
で
に 

 

死
に
瀕
し
て
い
る
〈
Ｂ
５
点
〉 

Ｘ
〈
逆
説
〉
Ａ
Ｂ
２
要
素
に
○→

＋
１
点 

Ｃ
○ 

状
況
。〈
Ｃ
１
点
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

Ｙ
〈
総
合
〉
Ｃ
に
○→

＋
１
点 

 

（
内
容
【
９
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
11
点
） 

 【
構
造
点
】 

 

 

☆
Ｘ
は
、、
傍
線
部
の
「
状
況
」
を
、〈
矛
盾
〉
す
る
二
条
件
Ａ
、
Ｂ
に
引
き
裂
い
て
説
明
す
る
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉
の
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
Ａ
の
要
素
と
Ｂ
の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
が
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

Ｘ
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉 

Ａ
要
素
＋
Ｂ
の
要
素 

〇
１
点 

  

☆
Ｙ
は
、
条
件
Ａ
、
Ｂ
を
Ｃ
（
＝
「
状
況
。」）
に
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉
す
る
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は 

Ｃ
が
あ
れ
ば
こ
の
構
造
の
骨
組

み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

Ｙ
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉 

Ｃ 

〇
１
点 

 



◎
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）・
Ｙ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み

合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ 

「
二
十
世
紀
の
哲
学
者
・
思
想
家
の
思
考
の
中
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
語
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
も

の
の
、」〈
３
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
一
方
の
条
件
。 

以
下
の
３
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。
要
素
以
上
で
あ
れ
ば
３
点
、
１
要

素
で
あ
れ
ば
２
点
、
要
素
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
０
点
。 

 
 
 

①
「
二
十
世
紀
の
哲
学
者
・
思
想
家
の
思
考
の
中
に
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
二
十
世
紀
の
哲
学
者
な
ど
の
思
考
に
」
「
二
十
世
紀
の
思
想
家
な
ど
の
思
考
中
に
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
二
十
世
紀
の
哲
学
者or

思
想
家
な
ど
の
思
考
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 
 

✖
「
二
十
世
紀
」
が
無
い
場
合
不
可
✖
。 

  
 

②
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
語
る
た
め
の
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
言
及
す
る
た
め
の
」
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
上
げ
て
語
る
た
め
の
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
語
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

③
「
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
も
の
の
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
ヒ
ン
ト
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
試
行
が
あ
る
も
の
の
、」「
理
論
的
な
道
具
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
が
、」
な
ど
で
も

可
。 

 
 

✖
「
ヒ
ン
トor

理
論
的
道
具
を
得
よ
う
と
す
る
試
み
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｂ 

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
研
究
に
値
し
な
い
と
一
蹴
す
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
支
配
的
で
あ
り
、
そ
の
知
的
活
動
が
す
で
に
死
に
瀕
し

て
い
る
」〈
５
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方
の
条
件
。 

以
下
の
５
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
５
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。
４
要
素
以
上
が
あ
れ
ば
５
点
、

３
要
素
あ
れ
ば
４
点
、
２
要
素
あ
れ
ば
３
点
、
１
要
素
で
あ
れ
ば
２
点
、
要
素
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
０
点
。 

 
 
 

①
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

✖
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
を
否
定
的
に
見
る
）
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

②
「
研
究
に
値
し
な
い
と
一
蹴
す
る
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
研
究
す
る
価
値
が
な
い
と
退
け
る
」「
研
究
す
る
意
味
が
な
い
と
捨
て
去
る
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
研
究
に
値
し
な
い
と
一
蹴
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

③
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
が
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

✖
「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 

④
「
支
配
的
で
あ
り
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 
 

✖
「
支
配
的
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

⑤
「
そ
の
知
的
活
動
が
す
で
に
死
に
瀕
し
て
い
る
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
そ
の
知
的
な
営
為
が
す
で
に
死
ん
で
い
る
」
「
そ
の
知
的
な
活
動
が
既
に
死
ん
だ
も
同
然
の
」
な
ど
で
○
。 

 
 

✖
「
知
的
活
動
の
死
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｃ
「
状
況
。」〈
１
点
〉 



 
 

※ 

Ａ
、
Ｂ
を
ま
と
め
る
条
件
。 

 
 
 

✖
「
状
況
」
に
相
当
す
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

   

問
５ 

11
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
①
○
１
点 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
④
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

近
代
の 

 

ド
イ
ツ
観
念
論
か
ら
構
造
主
義
、 

現
代
の
思
弁
的
唯
物
論
等
も
、 

さ
ら
に
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
等
を 

Ａ
⑤
○
１
点 

巡
る
思
想
も 

思
想
上
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、〈
Ａ
５
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
③
○
１
点 

 

そ
こ
で
も 

 

強
力
な
思
想
の
モ
ー
ド
に 

乗
り
た
い
と
い
う
欲
望
と
、〈
Ｂ
３
点
〉 

 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

 

そ
こ
か
ら
逸
脱
し
ま
う
身
体
と
の 

葛
藤
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
。〈
Ｃ
２
点
〉  

Ｘ
〈
逆
説
〉
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
２
種
以
上
に
○→

＋
１
点 

 

（
内
容
【
10
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
11
点
） 

 

【
構
造
点
】 

 

☆
Ｘ
は
、・
Ｘ
は
、
傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
話
題
の
Ａ
を
、
Ｂ
、
Ｃ
の
〈
矛
盾
〉
す
る
二
条
件
に
引
き
裂
い
て
説
明
し
て
ゆ
く
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉

の
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上
が
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て

い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

 

Ｘ
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉 

〈
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
要
件
の
内
の
二
種
二
つ
以
上 
〇
１
点 

 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意

味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ 

「
近
代
の
ド
イ
ツ
観
念
論
か
ら
構
造
主
義
、
現
代
の
思
弁
的
唯
物
論
等
の
、
さ
ら
に
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ 

テ
ィ
等
を
巡
る
思
想
も
思
想
上
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、」〈
５
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
話
題
の
条
件
。 

以
下
の
５
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
５
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。
４
要
素
以
上
が
あ
れ
ば
５
点
、

３
要
素
あ
れ
ば
４
点
、
２
要
素
あ
れ
ば
３
点
、
１
要
素
で
あ
れ
ば
２
点
、
要
素
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
０
点
。 

  
 

①
「
近
代
の
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

✖
「
近
代
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

②
「
ド
イ
ツ
観
念
論
か
ら
構
造
主
義
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
ド
イ
ツ
観
念
論
か
ら
ポ
ス
ト
構
造
主
義
」「
マ
ル
ク
ス
主
義
や
精
神
分
析
な
ど
」
な
ど
で
も
可
。 

✖
「
ド
イ
ツ
観
念
論
、
マ
ル
ク
ス
主
義
、
精
神
分
析
、
構
造
主
義
、
ポ
ス
ト
構
造
主
義
」
の
内
一
つ
も
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 ③
「
現
代
の
思
弁
的
唯
物
論
等
も
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

✖
「
現
代
の
思
弁
的
唯
物
論
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

④
「
さ
ら
に
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
等
を
巡
る
思
想
も
」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
思
想
も
」「
人
工
知
能
を
め
ぐ
る
思
想
も
」
な
ど
で
も
可
。 



✖
「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィor

人
工
知
能
を
め
ぐ
る
思
想
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 
 

⑤
「
思
想
上
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「
思
想
の
次
元
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、」「
思
想
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、」
な
ど
で
も
可
。 

✖
「
思
想
上
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
だ
け
で
は
✖
。 

 

Ｂ 

「
そ
こ
で
も
強
力
な
思
想
の
モ
ー
ド
に
乗
り
た
い
欲
望
と
、」〈
３
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
す
る
一
方
の
条
件
。 

以
下
の
３
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。
要
素
以
上
で
あ
れ
ば
３
点
、
１
要

素
で
あ
れ
ば
２
点
、
要
素
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
０
点
。 

  
 

①
「
そ
こ
で
も
（
＝
思
想
上
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
）」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

✖
「
そ
こ
で
も
（
＝
思
想
上
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
）」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

②
「
強
力
な
思
想
の
モ
ー
ド
に
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
力
の
あ
る
思
想
の
流
行
に
」「
有
力
な
思
想
の
流
儀
に
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
強
力
な
思
想
の
モ
ー
ド
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

③
「
乗
り
た
い
欲
望
と
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
帰
属
し
た
い
と
い
う
欲
望
と
、」
「
あ
や
か
り
た
い
と
い
う
欲
望
と
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
乗
り
た
い
欲
望
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 Ｃ

「
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
う
身
体
と
の
葛
藤
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
。」〈
２
点
〉 

 
 

※
傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
説
明
す
る
、
Ｂ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方
の
条
件
。 

  
 

①
「
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
う
身
体
と
の
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
そ
の
思
想
の
モ
ー
ド
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
身
体
と
の
」
「
そ
こ
か
ら
は
み
だ
し
て
し
ま
う
身
体
と
の
」
な
ど
で
も
可
。 

✖
「
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
う
身
体
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

②
「
葛
藤
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
葛
藤
が
あ
る
こ
と
。」「
デ
ィ
レ
ン
マ
が
存
在
す
る
こ
と
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
葛
藤
の
存
在
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 



問
６ 

11
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

 
 

 
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

 

市
場
原
理
と
技
術
的
効
率
化
が
支
配
し
て
お
り
、 

そ
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
最
適
化
が 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
と
し
て 

Ａ
④
○
１
点 

至
上
命
令
と
な
り
、〈
Ａ
４
点
〉 

 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
身
体
の
葛
藤
は 
隠
蔽
さ
れ
て
〈
Ｂ
２
点
〉 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

画
一
化
が
進
行
し
、 

皆
が
同
じ
よ
う
に
ス
マ
ホ
を
操
作
し
同
じ
よ
う
な
情
報
を
交
換
す
る
〈
Ｃ
２
点
〉 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
２
種
以
上
に
○→

＋
１
点 

Ｄ
○ 

社
会
環
境
。〈
１
点
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｙ
〈
総
合
〉
Ｄ
に
○→

＋
１
点 

 （
内
容
【
９
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
11
点
） 

【
構
造
点
】 

 
 

☆
Ｘ
は
、
傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
前
提
条
件
の
Ａ
を
、〈
因
果
関
係
〉
を
な
す
〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
Ａ
、
Ｂ
に
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
し
て
説

明
す
る
構
造
を
形
成
す
る
。
こ
こ
で
は
、〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上
が
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し

て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

 

Ｘ
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉 

〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上 

〇
１
点 

 

☆
Ｙ
は
、
Ｂ
、
Ｃ
を
Ｄ
に
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉
す
る
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｄ
の
要
素
が
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み

が
暗
黙
裡
に
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

Ｙ
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉 

Ｄ
の
要
素 

○
１
点 

 
 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）・
Ｙ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み

合
わ
せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ 

「
市
場
原
理
と
技
術
的
効
率
化
が
支
配
し
て
お
り
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
最
適
化
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
と
し
て
至
上
命

令
と
な
り
、」〈
４
点
） 

 
 

※ 

傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
前
提
条
件
。 

以
下
の
四
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
４
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。
３
要
素
以
上
が
あ
れ
ば
４
点
、
２

要
素
で
３
点
、
１
要
素
で
あ
れ
ば
２
点
、
要
素
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
０
点
。 

  
 

①
「
市
場
原
理
と
技
術
的
効
率
化
が
支
配
し
て
お
り
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
市
場
の
原
理
と
技
術
上
の
効
率
化
が
支
配
的
で
あ
り
、」「
市
場
原
理
と
技
術
的
効
率
化
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、」
な

ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
市
場
原
理
と
技
術
的
効
率
化
の
支
配
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

②
「
そ
の
シ
ス
テ
ム
へ
の
最
適
化
が
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
最
も
よ
く
適
応
す
る
こ
と
が
」
「
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
対
し
最
適
に
す
る
こ
と
が
」
な
ど
で
も
可
。 

✖
「
最
適
化
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 



 ③
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
こ
と
と
し
て
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
○
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
と
し
て
」「
流
行
に
見
合
っ
た
こ
と
と
し
て
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

④
「
至
上
命
令
と
な
り
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「
至
上
命
令
と
さ
れ
、」「
絶
対
的
命
令
と
な
り
、
」
な
ど
で
も
可
。 

✖
「
至
上
命
令
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｂ
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
身
体
の
葛
藤
は
隠
蔽
さ
れ
て
」〈
２
点
〉 

※
傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
〈
因
果
関
係
〉
で
説
明
す
る
〈
因
〉
の
条
件
。 

 

①
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
身
体
の
葛
藤
は
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

○
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
身
体
の
齟
齬
は
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
身
体
の
矛
盾
は
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
身
体
の
葛
藤
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

②
「
隠
蔽
さ
れ
て
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
背
後
に
追
い
や
ら
れ
て
」
「
覆
い
隠
さ
れ
て
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
隠
蔽
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 
 Ｃ

「
画
一
化
が
進
行
し
、
皆
が
同
じ
よ
う
に
ス
マ
ホ
を
操
作
し
同
じ
よ
う
な
情
報
を
交
換
す
る
」〈
２
点
〉 

※
傍
線
部
を
説
明
す
べ
く
、
Ａ
を
〈
因
果
関
係
〉
で
説
明
す
る
〈
果
〉
の
条
件
。 

 

①
「
画
一
化
が
進
行
し
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

○
「
一
様
化
が
進
み
、」「
同
質
化
が
進
行
し
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
画
一
化
の
進
行
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

  
 

②
「
皆
が
同
じ
よ
う
に
ス
マ
ホ
を
操
作
し
同
じ
よ
う
な
情
報
を
交
換
す
る
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
誰
も
が
似
た
よ
う
な
姿
で
ス
マ
ホ
を
扱
い
、
似
た
よ
う
な
情
報
を
や
り
取
り
す
る
」「
皆
同
様
に
ス
マ
ホ
の
操
作
を
し
、
中

身
が
同
じ
よ
う
な
情
報
を
交
換
す
る
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 

✖
「
皆
同
じ
よ
う
に
ス
マ
ホ
を
操
作
し
情
報
交
換
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

Ｄ
「
社
会
環
境
。」〈
１
点
〉 

 

※
Ｂ
、
Ｃ
を
ま
と
め
る
条
件
。 

 
 
 

✖
「
社
会
環
境
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 



三
（
古
文
）
採
点
基
準
（
40
点
） 

 

問
１ 

各
３
点×

４
＝
12
点 

 

［
傍
線
部
①
］「
さ
て
な
ん
む
あ
る
と
も
聞
こ
え
な
む
」
の
現
代
語
訳
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

（
模
範
解
答
例
） 

法
師
に
な
っ
た
と
い
う
噂
も 

き
っ
と
伝
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。【
３
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
法
師
に
な
っ
た
と
い
う
噂
も
」（
１
点
） 

 

※
「
さ
て
な
ん
む
あ
る
と
も
」
の
解
釈 

 

✖
指
示
副
詞
「
さ
」
の
指
す
内
容
（
（
良
少
将
が
）
法
師
に
な
っ
た
と
い
う
噂
／
出
家
し
た
と
い
う
話
）
が
具
体
化
さ
れ
て
い

な
い
者
は
不
可
✖
。 

○
「
良
少
将
」
の
記
載
は
不
問
。 

 

Ｂ
「
き
っ
と
伝
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
」（
２
点
） 

 

 

※
「
聞
こ
え
な
む
」
の
解
釈
。 

  

○
「
な
む
」
を
強
意
＋
推
量
と
判
断
し
「
き
っ
と…

だ
ろ
う
」
と
判
断
し
て
訳
し
て
あ
る
こ
と
。 

○
「
聞
こ
ゆ
」
は
「
聞
こ
え
て
く
る
」
の
よ
う
な
解
釈
で
も
可
〇
。 

  

［
傍
線
部
②
］「
妻
子
ど
も
は
さ
ら
に
も
い
は
ず
」
の
現
代
語
訳
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

（
模
範
解
答
例
） 

妻
子
な
ど
は
い
う
に
も
お
よ
ば
ず
【
３
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
い
う
に
も
お
よ
ば
ず
」（
３
点
） 

 

※
「
さ
ら
に
も
い
は
ず
」
の
解
釈 

  

○
「
言
う
ま
で
も
な
く
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
○
。 

○
「
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
」
で
も
可
○
。 

 

▲
「
妻
子
ど
も
は
」
は
加
点
対
象
で
は
な
い
が
、
抜
け
て
い
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

 



［
傍
線
部
③
］「
な
ほ
世
に
経
じ
と
な
む
思
ふ
」
の
現
代
語
訳
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

Ｂ
○
２
点 

（
模
範
解
答
例
） 

や
は
り 

俗
世
間
に
留
ま
っ
て
い
た
く
な
い
と
思
う
。【
３
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
や
は
り
」（
１
点
） 

 

※
「
な
ほ
」
の
解
釈 

✖
「
い
ま
だ
」
は
不
可
✖
。 

 

Ｂ
「
俗
世
間
に
留
ま
っ
て
い
た
く
な
い
」（
２
点
） 

 

 

※
「
世
に
経
じ
」
の
解
釈
。 

 

○
「
出
家
を
せ
ず
に
い
る
・
俗
世
間
に
留
ま
る
」
＋
「
～
た
く
な
い
」
打
消
意
志
（「
じ
」）
。 

 

✖
「
世
に
経
」
を
「
世
間
で
生
き
る
」
の
よ
う
に
し
て
い
る
も
の
は
不
可
✖
。 

  

［
傍
線
部
➃
］「
こ
の
少
将
の
手
に
見
な
し
つ
」
の
現
代
語
訳
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

（
模
範
解
答
例
） 

こ
の
良
少
将
の
筆
跡
と 

判
断
し
た
の
で
あ
っ
た
。【
３
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
こ
の
良
少
将
の
筆
跡
と
」（
２
点
） 

 

※
「
こ
の
少
将
の
手
に
」
の
解
釈 

○
「
手
」
は
「
筆
跡
」
と
訳
し
て
あ
る
こ
と
。 

 

Ｂ
「
判
断
し
た
の
で
あ
っ
た
」（
１
点
） 

 

 

※
「
見
な
し
つ
」
の
解
釈
。 

  

○
「
見
な
し
つ
」
が
「
判
断
す
る
・
判
明
す
る
」
＋
完
了
の
意
。
完
答
。「
見
な
し
た
」
の
ま
ま
は
不
可
✖
と
す
る
。 

○
「
わ
か
っ
た
・
気
づ
い
た
・
思
わ
れ
た
」
は
可
と
す
る
。 

   

問
２ 

４
点 

   

（
解
答
） 

え 
  



問
３ 

５
点×

２
＝
10
点 

 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
「
ち
り
ば
か
り
も
さ
る
け
し
き
を
見
せ
ざ
り
け
り
」
の
現
代
語
訳 

   
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
（
前
半
） 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

ほ
ん
の
少
し
も 

出
家
し
た
い
と
い
う
そ
ぶ
り
を 

見
せ
な
か
っ
た
。【
５
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「（
ほ
ん
の
）
少
し
も…

見
せ
な
か
っ
た
」（
２
点
） 

 

※
「
ち
り
ば
か
り
も
～
見
せ
ざ
り
け
り
」
の
現
代
語
訳
。 

 
 

✖
「
少
し
も
」
の
よ
う
な
否
定
を
強
調
す
る
言
葉
が
な
く
て
単
な
る
否
定
の
場
合
は
不
可
✖
。 

 

〇
「
ち
り
ば
か
り
も
～
見
せ
ざ
り
け
り
」
は
「
ま
っ
た
く
・
け
っ
し
て
・
少
し
も
・
全
然
～
な
か
っ
た
」
の
意
の
全
部
否
定
＋

過
去
。 

 

Ｂ
「
出
家
し
た
い
と
い
う
そ
ぶ
り
を
」（
３
点
） 

 

※
「
さ
る
け
し
き
を
」
の
現
代
語
訳
。 

 

✖
「
さ
る
」
の
内
容
を
明
示
す
る
指
示
あ
り
。
「
そ
の
よ
う
な
」
の
よ
う
に
し
て
い
る
も
の
は
不
可
✖
。 

 

○
「
け
し
き
」
は
「
そ
ぶ
り
」「
よ
う
す
」
な
ど
で
○
。 

 
 

✖
「
け
し
き
」
「
景
色
は
当
然
不
可
✖
。 

○
「
出
家
を
望
ん
で
い
る
様
子
」
な
ど
で
も
可
○
。 

  

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※
「
ち
り
ば
か
り
も
さ
る
け
し
き
を
見
せ
ざ
り
け
り
」
の
よ
う
に
少
将
が
ふ
る
ま
っ
た
理
由
。 

   
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

（
模
範
解
答
例
） 

出
家
す
る
こ
と
を
告
げ
た
と
し
た
ら
大
い
に
落
胆
す
る
で
あ
ろ
う
し
、 

自
分
も
出
家
す
る
こ
と
が
で
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

な
く
な
り
そ
う
だ
っ
た 

か
ら
。【
５
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
出
家
す
る
こ
と
を
告
げ
た
と
し
た
ら
大
い
に
落
胆
す
る
で
あ
ろ
う
し
」（
２
点
） 

 

※
直
後
の
「
女
も
、
い
み
じ
と
思
ふ
」
の
内
容
。 

 

〇
「
出
家
し
た
ら
（
妻
や
子
が
）
悲
し
み
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る
」
と
い
う
内
容
で
○
。 

 

Ｂ
「
自
分
も
出
家
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
そ
う
だ
っ
た
」（
２
点
） 

 

※
直
後
の
「
わ
れ
も
、
え
か
く
な
る
ま
じ
き
心
地
」
の
内
容
。 

 

○
「（
そ
の
せ
い
で
）
出
家
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
内
容
に
○
。 

▲
「
ま
じ
き
」
は
不
可
能
の
意
味
。
そ
う
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
▲
１
点
減
点
で
△
１
点
。 



 
Ｃ
「
か
ら
」（
１
点
） 

 

○
原
因
理
由
の
文
末
表
現
。 

✖
こ
の
箇
所
だ
け
正
解
で
は
加
点
し
な
い
。
他
に
得
点
が
あ
る
場
合
の
み
加
点
対
象
。 

   

問
４ 

５
点 

 

※
「
さ
れ
ど
念
じ
て
」
が
誰
の
ど
の
よ
う
な
様
子
か
説
明
す
る
。 

   
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

（
模
範
解
答
例
） 

良
少
将
の
、
自
分
を
慕
い
泣
き
続
け
る
妻
の
声
を
聞
き
な
が
ら
も
逢
い
た
い
の
を
耐
え
忍
ぶ
様
子
。 【

５
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
良
少
将
の
」（
１
点
） 

 

※
「
誰
の
」
の
説
明
。 

 

○
「
少
将
の
」
で
も
○
。 

 

Ｂ
「
自
分
を
慕
い
泣
き
続
け
る
妻
の
声
を
聞
き
な
が
ら
」（
２
点
） 

 

※
「
ど
の
よ
う
な
様
子
」
の
説
明
①
。 

✖
愛
し
い
妻
子
の
泣
く
声
を
耳
に
し
つ
つ
と
い
う
内
容
。「
妻
（
子
）」
の
抜
け
て
い
る
の
は
不
可
✖
。 

 

 

Ｃ
「
逢
い
た
い
の
を
耐
え
忍
ぶ
様
子
」（
２
点
） 

 

※
「
ど
の
よ
う
な
様
子
」
の
説
明
②
。 

○
「
逢
い
た
い
（
の
を
）
」
＋
「
我
慢
す
る
」
の
解
釈
。 

✖
「
逢
い
た
い
（
の
を
）
」
＋
「
我
慢
す
る
」
の
両
方
の
要
素
が
な
い
と
不
可
✖
。 

 

  

問
５ 

６
点 

 

※
「
み
な
人
は
花
の
衣
に
な
り
ぬ
な
り
苔
の
た
も
と
よ
か
わ
き
だ
に
せ
よ
」
の
和
歌
を
内
容
を
補
い
つ
つ
現
代
語
訳
す
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
模
範
解
答
例
） 

一
周
忌
が
過
ぎ
私
以
外
の
人
は
華
や
か
な
普
段
着
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
な
あ
。 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

出
家
し
た
私
の
粗
末
な
僧
衣
よ
。
せ
め
て
涙
だ
け
で
も
乾
い
て
は
く
れ
ま
い
か
。【
５
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
一
周
忌
が
過
ぎ
私
以
外
の
人
は
華
や
か
な
普
段
着
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
な
あ
」（
２
点
） 

 

※
「
み
な
人
は
花
の
衣
に
な
り
ぬ
な
り
」
の
現
代
語
訳
。 

〇
「
花
の
衣
に
な
り
ぬ
な
り
」
の
「
花
の
衣
」
が
（
一
周
忌
が
経
過
し
）
普
段
着
に
戻
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
れ



ば
〇
。 

○
「
普
段
着
」
に
戻
っ
た
の
は
自
分
以
外
で
あ
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
〇
。 

○
「
普
段
着
に
な
る
」
は
「
普
段
着
に
着
替
え
る
」
で
も
も
ち
ろ
ん
〇
。 

○
「
な
り
ぬ
な
り
」
の
「
な
り
」
が
動
詞
「
成
る
」、
「
ぬ
」
が
完
了
、「
な
り
」
が
伝
聞
・
推
定
の
助
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
そ

れ
ぞ
れ
解
釈
に
生
か
さ
れ
て
い
れ
ば
〇
。 

 

▲
「（
て
し
ま
っ
）
た
」（
完
了
）
、「
よ
う
だ
」
（
伝
聞
推
定
）
の
う
ち
ど
ち
ら
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
欠
け
て
て
い
る
場
合
、

▲
１
点
減
点
。 

 

Ｂ
「
出
家
し
た
私
の
粗
末
な
僧
衣
よ
。」（
２
点
） 

 
 

※
「
苔
の
た
も
と
よ
」
の
現
代
語
訳
。 

 

〇
「
苔
の
た
も
と
」
が
良
少
将
の
着
て
い
る
僧
衣
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
〇
。 

 

✖
「
苔
の
た
も
と
」
の
マ
マ
は
不
可
✖
。 

 

✖
「
喪
服
」
な
ど
と
し
て
い
る
も
の
は
不
可
✖
。 

 

✖
「
粗
末
」
の
よ
う
な
「
華
や
か
」
の
対
比
と
な
る
言
葉
が
無
い
場
合
不
可
✖
。 

 

Ｃ
「
せ
め
て
涙
だ
け
で
も
乾
い
て
は
く
れ
ま
い
か
。」（
２
点
） 

 

※
「
か
わ
き
だ
に
せ
よ
」
の
現
代
語
訳 

○
「
だ
に
」
が
「
せ
め
て
～
だ
け
で
も
」
と
い
う
希
望
の
最
小
の
用
法
で
解
釈
さ
れ
て
い
れ
ば
〇
。 

✖
「
だ
に
」
を
「
す
ら
」
「
さ
え
」
と
訳
し
て
い
る
場
合
は
不
可
✖
。 

 

✖ 

乾
く
対
象
と
し
て
「
涙
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は
不
可
✖
。 

▲
「
せ
よ
」
が
命
令
形
の
解
釈
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
▲
１
点
減
点 

  

問
６ 

３
点 

 

（
４
） 

 



四
（
漢
文
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
４
０
点
） 

 

問
１ 

各
６
点 

 

※
傍
線
部
①
「
春
夏
起
役
」
を
晏
子
が
諫
め
た
理
由
。 

  
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
模
範
解
答
）
農
繁
期
に 
農
民
か
ら
労
働
の
時
間
を
奪
う
か
ら
。【
６
点
】 

 
 ☆

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
農
繁
期
に
」（
３
点
） 

○
「
農
繁
期
」
は
、
「
農
業
に
と
っ
て
大
切
な
時
期
」
「
農
作
業
が
大
変
な
時
期
」
「
種
ま
き
の
季
節
」
な
ど
で
○
。 

 

▼
ポ
イ
ン
ト
は
「
春
夏
＝
農
繁
期
（
種
ま
き
と
か
田
植
え
を
す
る
農
民
に
と
っ
て
忙
し
い
時
期
）」
と
わ
か
っ
て
い
る
か
ど
う

か
。
農
繁
期
に
民
を
楼
台
の
造
営
に
動
員
し
て
は
い
け
な
い
と
晏
子
は
諌
め
て
い
る
。「
秋
冬
」
で
あ
れ
ば
、
「
（
収
穫
の
あ

と
は
）
農
閑
期
」
な
の
で
、
民
を
労
役
に
動
員
し
て
も
、
そ
こ
ま
で
大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
。 

  

Ｂ
「
農
民
か
ら
労
働
の
時
間
を
奪
う
か
ら
」（
３
点
） 

○
「
農
民
か
ら
労
働
の
時
間
を
奪
う
か
ら
」
は
、「
農
作
業
の
妨
害
を
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
」「
農
民
が
種
ま
き
で
き
な
く
な

る
か
ら
」
「
農
民
が
農
作
業
で
き
な
い
か
ら
」
な
ど
で
○
。 

▼
ポ
イ
ン
ト
は
「
農
作
業
が
で
き
な
い
か
ら
」
と
わ
か
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。 

  

問
２ 

４
点×

２
＝
８
点 

 

②
４
点 

※
傍
線
部
②
「
相
賢
者
国
治
」
を
現
代
語
訳
す
る
。 

   
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 

（
模
範
解
答
）
宰
相
が
賢
明
な
場
合
、
国
は
治
ま
り
、【
４
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
宰
相
が
賢
明
な
場
合
」（
２
点
） 

※
「
相
賢
者
（
相
の
賢
な
る
者
）」
の
現
代
語
訳
。 

⑴
「
相
」
に
つ
い
て
、 

○
「
相
」
を
、
「
宰
相
」
「
首
相
」「
総
理
大
臣
」
な
ど
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
。 

△
「
相
」
の
ま
ま
で
も
、
「
宰
相
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
る
と
わ
か
れ
ば
、
△
１
点
。 

✖
「
相
」
を
、
「
互
い
に
」
や
「
宰
相
」
が
あ
っ
て
も
、「
君
と
宰
相
が
と
も
に
」
な
ど
と
し
て
い
る
も
の
は
不
可
✖
。 

⑵
「
賢
者
」
に
つ
い
て
、 

○
「
賢
者
」
を
、「
賢
明
な
場
合
」
「
賢
人
だ
と
」「
優
れ
て
い
れ
ば
」
な
ど
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
。 



✖
「
賢
明
な
宰
相
は
」「
宰
相
が
賢
者
で
あ
り
」
な
ど
は
不
可
✖
。 

○
「…

場
合
」
「…

だ
と
」「…

れ
ば
」
と
い
っ
た
仮
定
・
条
件
の
要
素
が
必
須
。 

 

Ｂ
「
国
は
治
ま
り
」（
２
点
） 

※
「
国
治
（
国
治
ま
り
）
」
の
現
代
語
訳
。
「
国
」
が
主
語
、「
治
ま
る
」
が
述
語
で
自
動
詞
。 

○
「
国
が
治
ま
り
」
を
、
「
国
は
安
泰
で
あ
り
」
「
国
家
が
落
ち
着
き
」
「
国
の
秩
序
は
保
た
れ
」
な
ど
と
解
釈
で
き
て
い
る

こ
と
。 

 
 

✖
「
国
を
治
め
る
」
「
国
家
を
統
治
す
る
」
な
ど
は
文
構
造
を
誤
解
し
て
い
る
の
で
不
可
。 

○
「
治
」
に
つ
い
て
は
「
治
ま
る
」
の
訳
と
し
て
適
切
で
あ
る
こ
と 

  

③
４
点 

※
傍
線
部
③
「
子
其
息
矣
」
を
現
代
語
訳
す
る
。 

   
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 

（
模
範
解
答
）
そ
な
た
は 

も
う
（
言
う
の
を
）
や
め
よ
。【
４
点
】 

 

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
そ
な
た
は
」（
１
点
） 

※
「
子
」
の
現
代
語
訳
。 

○
「
そ
な
た
」
は
、
「
あ
な
た
」
な
ど
で
も
〇
。 

  

Ｂ
「
も
う
（
言
う
の
を
）
や
め
よ
」（
３
点
） 

※
「
其
息
矣
（
其
れ
息
め
よ
）
」
の
現
代
語
訳
。
「
其
れ
」
は
副
詞
で
「
も
う
」
。
指
示
語
「
そ
れ
」
で
は
な
い
。 

○
「
も
う
や
め
よ
」
は
、
「
も
う
や
め
な
さ
い
」
な
ど
と
解
釈
で
き
て
い
れ
ば
〇
。 

○
「
息
」
に
つ
い
て
は
「
息
め
よ
」
の
訳
と
し
て
適
切
で
あ
れ
ば
〇
。 

○ 

具
体
的
に
「
も
う
言
う
の
を
や
め
よ
」
で
も
ち
ろ
ん
〇
。「
言
う
の
を
」
は
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
可
。 

○
「
其
れ
（
も
う
）
」
に
つ
い
て
は
、
訳
出
が
な
く
と
も
可
○
。 

▲
た
だ
し
、「
そ
れ
を
（
や
め
よ
）
」
な
ど
、
指
示
語
と
し
て
し
て
い
る
な
ど
、
明
ら
か
に
誤
訳
し
て
い
る
場
合
は
▲
１
点
減

点
。 

  

問
３ 

５
点×

２
＝
10
点 

 

④
５
点 

  

※
傍
線
部
④
「
不
敢
盤
游
于
田
」
を
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
し
文
に
改
め
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 

Ｂ
○
２
点 

Ｃ
○
１
点 

（
解
答
）
あ
へ
（
え
）
て 

 

で
ん
に 

 

ば
ん
い
（
ゆ
）
う
せ
ず
【
５
点
】 

  
 
 
 
 

 



☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

✖
書
き
下
し
文
な
の
で
、
解
答
は
Ａ→

Ｂ→

Ｃ
の
順
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
全
体
✖
０
点 

 

Ａ
「
あ
へ
（
え
）
て
」（
２
点
） 

 

○
「
あ
へ
て
」「
あ
え
て
」
の
ど
ち
ら
で
も
可
。 

 

Ｂ
「
で
ん
に
」（
２
点
） 

○
「
で
ん
に
」
は
、
「
た
に
」
で
も
可
○
。 

 Ｃ
「
ば
ん
い
（
ゆ
）
う
せ
ず
」（
１
点
） 

○
「
ば
ん
い
う
せ
ず
」
で
も
「
ば
ん
ゆ
う
せ
ず
」
の
ど
ち
ら
で
も
可
○
。 

  

⑥
５
点 

  

※
傍
線
部
⑥
「
君
不
聴
臣
、
臣
将
逝
矣
。
」
を
、
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
下
し
文
に
改
め
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
１
点 

 
 
 
  

Ｂ
○
１
点 

Ｃ
○
３
点 

（
解
答
）
き
み
し
ん
を
き
か 

 

ず
ん
ば
、 

し
ん
ま
さ
に
ゆ
か
ん
と
す
（
と
）【
５
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

✖
書
き
下
し
文
な
の
で
、
解
答
は
Ａ→

Ｂ→

Ｃ
の
順
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
全
体
✖
０
点 

 

Ａ
「
き
み
し
ん
を
き
か
」（
１
点
） 

 
 

 

Ｂ
「
ず
ん
ば
」（
１
点
） 

○
「
ず
ん
ば
」
は
、
「
ざ
れ
ば
」
で
も
可
○
。 

 Ｃ
「
し
ん
ま
さ
に
ゆ
か
ん
と
す
（
と
）」（
３
点
） 

○
末
尾
の
「
と
」
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
可
○
。 

▲
「…

ゆ
か
ん
と
す
る
」
「…

い
か
ん
と
す
」
な
ど
は
、
誤
字
扱
い
で
▲
１
点
減
点
。 

→

例
え
ば
、「
し
ん
ま
さ
に
い
か
ん
と
す
る
」
な
ら
▲
１
点
減
点×

２
＝
２
点
減
点
。 

  

問
４ 

４
点
＋
５
点
＝
９
点 

 
 

（
１
）
４
点 

 

※
「
将
危
社
稷
而
為
諸
侯
笑
」
に
返
り
点
を
付
け
る
。 

 

（
解
答
） 

将
下

危
二

社 

稷
一

而 

為
中

諸 

侯 

笑
上 

【
４
点
】 

   



（
２
）
５
点 

 
※
「
将
危
社
稷
而
為
諸
侯
笑
」
を
わ
か
り
や
す
く
現
代
語
訳
す
る
。 

   
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
模
範
解
答
）
国
家
を
危
う
く
し
て 

諸
侯
に
嘲
笑
さ
れ
る 

こ
と
で
し
ょ
う
。【
５
点
】 

  

☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
国
家
を
危
う
く
し
て
」（
２
点
） 

 

※
「
将
危
社
稷
而
（
将
に
社
稷
を
危
ふ
く
し
て
）」
の
現
代
語
訳 

 

○
「
社
稷
」
を
「
国
家
」「
国
」
な
ど
と
解
釈
し
、
「
国
家
を
危
う
く
し
て
」
の
よ
う
な
訳
で
あ
る
こ
と
。 

  

Ｂ
「
諸
侯
に
嘲
笑
さ
れ
る
」（
２
点
） 

 

※
「
為
諸
侯
笑
（
諸
侯
の
笑
ひ
と
為
る
）
」
の
現
代
語
訳 

 

○
「
諸
侯
に
嘲
笑
さ
れ
る
」
は
「
諸
侯
の
笑
い
者
と
な
る
」「
諸
侯
に
馬
鹿
に
さ
れ
る
」
な
ど
で
も
○
。 

   

Ｃ
「
こ
と
で
し
ょ
う
」（
１
点
） 

 

※
「
将
（
将
に
～
ん
と
す
）
」
の
現
代
語
訳 

○
「
で
し
ょ
う
」「
だ
ろ
う
」
な
ど
、
「
い
ま
陛
下
が
改
め
な
け
れ
ば
」
と
呼
応
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。 

✖
「
今
に
も…

し
そ
う
だ
」「…

す
る
と
こ
ろ
だ
」「…

し
よ
う
と
し
て
い
る
」
な
ど
は
不
可
✖
。 

  
 
 
 

 

問
５ 

各
１×

４
＝
４
点 

 

 

ａ 

か
つ 

 

ｂ 

い
く
ば
く
も
な
し 

 

ｃ 

ゆ
ゑ
（
え
）
に 

ｄ 

あ
ら
た
め
ず
ん
ば
／
あ
ら
た
め
ざ
れ
ば 

 

 



 
問
６ 
１
点×

３
＝
３
点 

 

（
１
）
１
点×
３
＝
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
ア
）（
エ
）（
ケ
） 

 ☆
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

○
正
解
一
つ
に
つ
き
１
点
を
与
え
る
。 

 

▲
不
正
解
一
つ
に
つ
き
１
点
減
点
す
る
。 

 

※ 

（ 

）
の
有
無
は
問
わ
な
い
。 


	▲「せよ」が命令形の解釈になっていない場合、▲１点減点

